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問	

地
方
創
生
推
進
交
付
金
２
６
０
９
万
円
を
政
策
判

断
し
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
※
を
聞
き
ま
す
。

答	

市
長　

海
女
文
化
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
海
女
漁
業
就
労
者
数
、
海
女
の
平
均
所

得
、
そ
し
て
と
ば
び
と
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
市
内

鳥
羽
高
校
卒
業
生
が
市
内
事
業
所
に
就
職
す
る
割
合
と

い
う
三
つ
を
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

問	

市
の
財
政
状
況
か
ら
、
地
方
債
と
公
債
費
に
対
す
る

基
本
的
な
構
え
を
聞
き
ま
す
。

答	

市
長　

財
政
硬
直
化
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
国
や
県

の
補
助
金
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
し
て
、
公
債
費
負
担

比
率
の
動
向
な
ど
も
注
視
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
…�

重
要
業
績
評
価
指
標
。事
業
の
目
標
数
値
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。

市
長鳥

羽
高
校
卒
業
生
の

�
市
内
就
職
割
合
等

・
議
案
質
疑
・

戸
上　

健

地
方
創
生
交
付
金
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は

6月
議会報告

平成 29 年度鳥羽市一般会計補正予算など、執行部提出議案９件、
請願１件、議員発議１件を審議しました。

し
て
、
激
甚
災
害
に
よ
り
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
者
等
を
追
加
し

た
。

（
議
案
第
７
号　

鳥
羽
市
過
疎
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
）

問	�

市
内
に
は
『
農
林
水
産
物
等
販
売

業
』
に
該
当
す
る
事
業
者
が
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
す
べ
て
の

事
業
者
が
対
象
と
な
る
の
か
。

答	�

す
べ
て
の
事
業
者
が
対
象
に
な
る

わ
け
で
な
く
、
所
要
の
条
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
、
条
件
を
満
た

せ
ば
有
利
と
な
る
。

（
議
案
第
８
号　

鳥
羽
市
消
防
団
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

問	�

消
防
団
の
報
償
が
19
年
ぶ
り
の
引

き
上
げ
だ
が
、
国
の
基
準
と
比
べ

る
と
差
が
あ
る
と
思
う
が
。

答	�

全
体
を
国
の
基
準
で
計
算
す
る

と
、
財
政
的
に
負
担
と
な
る
こ
と

か
ら
、
国
の
基
準
に
準
ず
る
範
囲

と
し
て
、
現
報
酬
の
１
割
を
め
ど

に
改
正
し
た
。

　各常任委員会に７議案と１請願が付託されました。常任委員会報告
　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

（
議
案
第
５
号　

鳥
羽
市
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
）

問	�

市
内
に
待
機
児
童
は
い
な
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
な
ぜ
条
例
を
改
正

す
る
の
か
。

答	�

所
管
課
か
ら
市
内
に
待
機
児
童
は

い
な
い
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、

職
員
は
市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外

在
住
の
職
員
も
い
る
こ
と
か
ら
条

例
の
改
正
に
至
っ
た
。

（
議
案
第
６
号　

鳥
羽
市
職
員
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
）

問	�

今
回
の
条
例
改
正
は
、
ど
の
よ
う

な
改
正
な
の
か
。

答	�

今
回
の
改
正
は
、
雇
用
保
険
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
失
業
等
給
付
が

拡
充
さ
れ
た
た
め
、
失
業
者
の
退

職
手
当
に
係
る
支
給
対
象
者
と

総務民生
委員会
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　各常任委員会に７議案と１請願が付託されました。常任委員会報告
（
議
案
第
９
号　

鳥
羽
市
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
）

問	�
今
回
の
改
正
は
、
災
害
補
償
額
を

減
ら
す
と
い
う
こ
と
か
。

答	�
上
が
る
部
分
と
下
が
る
部
分
が
あ

り
、
給
与
法
の
改
正
に
伴
い
扶
養

額
に
変
更
が
あ
り
、
整
合
性
を

図
っ
た
。
そ
の
た
め
配
偶
者
に
係

る
分
は
段
階
的
に
下
が
り
、
子
に

係
る
分
は
段
階
的
に
上
が
る
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●	�

学
校
図
書
館
整
備
事
業

�

３
５
０
万
円

●	�

離
島
留
学
事
業

�

78
万
円

●	�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

�

１
０
５
万
円

（
議
案
第
３
号　

平
成
29
年
度
鳥
羽

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

（
第
５
款
農
林
水
産
業
費
）

　

海
女
の
主
要
漁
獲
物
で
あ
る
ア

ワ
ビ
中
間
育
成
場
設
置
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
事
業
で
あ
り
盗
難
防
止
の
対

策
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
。

（
第
９
款
教
育
費
）

　

離
島
留
学
事
業
に
つ
い
て
、
委
員

か
ら
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

担
当
課
は
、
地
域
の
各
種
団
体
役
員

や
保
護
者
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
進

め
る
。
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
で
Ｐ

Ｒ
活
動
を
展
開
し
た
い
。
留
学
し
た

子
ど
も
た
ち
に
「
来
て
よ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
る
受
け
入
れ
に
し

た
い
と
答
弁
し
た
。
各
委
員
か
ら
マ

ス
コ
ミ
も
注
目
し
て
お
り
、
答
志
島

の
魅
力
の
発
信
と
移
住
定
住
施
策
と

（
請
願
第
１
号　

農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
復
活
を
求
め
る
請
願
）

　

委
員
か
ら
出
た
主
な
意
見

●	�


Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
）
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

る
。

●	�


実
際
に
耕
作
を
し
て
い
る
方
に
聞

い
て
み
る
と
、
貰
え
る
の
は
有
り

難
い
が
農
業
全
体
を
考
え
た
場
合

良
い
政
策
で
は
な
い
と
い
う
意
見

で
あ
っ
た
。
政
府
の
政
策
を
推
し

進
め
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

新
規
事
業
の
一
例
は

―

●	�

移
住
・
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
事
業

�

１
９
０
万
円

●	�

地
方
と
都
市
と
の
出
逢
い
創
出
事
業

�

１
２
０
万
円

の
連
携
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
工
夫
な

ど
積
極
的
な
提
案
が
あ
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
を
求
め

る
だ
け
で
な
く
、
教
員
の
職
場
環
境

の
充
実
を
求
め
る
意
見
も
あ
っ
た
。

教
育
長
の
任
命
に
同
意

小こ

竹た
け　

篤あ
つ
し　

氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

三み

浦う
ら　

元も
と

幸ゆ
き　

氏

文教産業
委員会

第 46回鳥羽市消防ポンプ操法大会

離島留学のモデル地区となる答志地区

予算決算
委員会

人　

事
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議員別表決結果平成29年６月５日～６月26日会議 ○：賛成　×：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

奥
村　

敦

片
岡
直
博

河
村　

孝

山
本
哲
也

木
下
順
一

井
村
行
夫

中
世
古
泉

戸
上　

健

浜
口
一
利

坂
倉
広
子

世
古
安
秀

橋
本
真
一
郎

尾
﨑　

幹

坂
倉
紀
男

3 平成29年度鳥羽市一般会計補正予算（第2号）

６月26日

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○ ○ ○ ○ ○
4 平成29年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 鳥羽市職員の育児休業等に関する条例の一部改
正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 鳥羽市職員の退職手当に関する条例の一部改正
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 鳥羽市過疎地域における固定資産税の特例措置
に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 鳥羽市消防団条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 鳥羽市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

10 教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願
1 農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 不

採択 × × × × × × × ○ × × × × ×

発議
2

ふるさと納税に係る返礼品への理解を求める意
見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告
2

平成28年度鳥羽市一般会計繰越明許費繰越計算
について

報
告
に
つ
き

採
決
な
し報告

3
平成28年度鳥羽市水道事業会計予算繰越計算に
ついて

６月 12 日に４人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。

一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

日程 議員氏名 項目

６月12日（月）

戸上　健
新市長に基本姿勢を問う
国民健康保険の県単位化問題について
子どもの貧困対策と学校給食無償化について

尾﨑　幹 新市長の政策（グランドデザイン・将来像）について
山本哲也 新市長の基本姿勢について

坂倉広子
子育て支援について
安心・安全なまちづくりについて
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戸上　健

問	�

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
で
の
無
料
化
は

い
か
が
で
す
か
。

答	�

市
長　

前
向
き
に
や
る
方
向
で
検
討
を

指
示
し
ま
し
た
。

問	�

そ
の
指
示
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
を
含

む
全
子
ど
も
た
ち
の
窓
口
無
料
で
す
か
。

答	�

市
長　

や
る
以
上
は
継
続
し
、
拡
充
は

あ
っ
て
も
縮
小
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
兄
弟
姉
妹
間
で
該
当
す
る
、
し
な
い

や
近
隣
市
で
制
度
の
違
い
が
あ
る
と
混
乱

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

問	�

就
学
援
助
制
度
の
入
学
準
備
金
前
倒
し

支
給
に
つ
い
て
は
ど
う
し
ま
す
か
。

答	�

市
長　

鳥
羽
市
に
合
っ
た
支
給
時
期
と

方
法
を
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

問	�「
海
女
さ
ん
条
例
」
の
制
定
は
い
か
が
で

す
か
。

答	�

市
長　

理
念
を
共
有
す
る
た
め
制
定
し
て

い
く
こ
と
は
大
変
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

問	�
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
聞
き
ま
す
。

答	�
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
副
参
事 

困
難
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
う
た
め
、
家
庭
状
況
に
関
す
る
調
査

を
行
う
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問	�

学
校
給
食
の
無
償
化
は
い
か
が
で
す
か
。

答	�

市
長　

市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
全

世
帯
ま
で
は
実
施
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問	�

第
３
子
無
料
な
ど
考
え
る
べ
き
で
す
。
子

ど
も
食
堂
は
視
野
に
入
っ
て
い
ま
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
副
参
事

今
後
市
民
の
意

見
を
尊
重
し
て

や
っ
て
い
き
た

い
。

市
長前

向
き
に
や
る
方
向
で

検
討
を
指
示

子
ど
も
医
療
費
の

窓
口
で
の
無
料
化
は

尾﨑　幹

市
長他

市
に
劣
っ
て
い
る

こ
と
は
な
い

鳥
羽
市
の
現
状
は

問	�

政
策
に
つ
い
て
、
市
民
と
共
有
は
で
き
て

い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

新
し
い
タ
ネ
・
ネ
タ
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
訴
え
て
き
ま
し

た
。

問	�

鳥
羽
市
の
地
域
力
・
産
業
力
・
市
民
力
・

幸
福
力
・
教
育
力
の
現
状
を
ど
う
捉
え

て
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

他
市
に
勝
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
劣
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

問	�

具
体
的
に
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
検
証
は
説
明
し
ま
す
か
。

答	�

市
長　

新
し
い
概
念
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
検
証
す
る
の
は
物
事
を
行
っ
て
か
ら

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問	�

産
業
別
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
考
え

て
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

水
産
業
の
生
産
額
は
年
間
50
億

円
近
く
に
上
り
ま
す
。
よ
り
価
値
の
あ
る

も
の
と
し
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
生
産

力
の
維
持
、
向
上
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
漁
業
者
の
所
得
を
向
上
さ
せ
、
食

で
お
も
て
な
し
を
し
て
い
る
観
光
地
の
魅

力
を
増
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、
担
い
手
へ
の
集
積
や
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

問	�

観
光
業
で
打
ち
勝
つ
政
策
は
あ
り
ま
す
か
。

答	�

市
長　

こ
こ
で
し
か
な
い
体
験
、
こ
こ
で

し
か
得
ら
れ
な
い
知
識
や
見
聞
、
そ
う

い
っ
た
も
の
が
他
地
域
と
の
差
別
化
を

図
る
大
き
な
材
料
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
担
当
副
参
事

�

調
査
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

どの子たちも笑顔に

答弁する市長
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山本哲也

坂倉広子

問	�

移
住
・
定
住
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
ま
す

か
。

答	�

市
長　

地
方
か
ら
都
市
部
に
出
て
い
く

一
方
だ
っ
た
人
の
流
れ
か
ら
、
都
市
部
か

ら
鳥
羽
へ
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

が
、
ま
ず
大
き
な
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問	�

ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
人
口
減

少
に
歯
ど
め
を
か
け
ま
す
か
。

答	�

市
長　

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
と
い

う
言
い
方
を
よ
く
さ
れ
ま
す
が
、
そ
も
そ

も
自
分
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
ま

ち
だ
と
い
う
ふ
う
に
、
鳥
羽
肯
定
感
が
持

て
な
い
人
に
よ
そ
か
ら
来
る
人
を
招
き

入
れ
る
力
は
生
ま
れ
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
基
本
的
に
は
自
分
の
地
域
の
よ
さ
を

説
明
で
き
る
こ
と
が
一
番
の
近
道
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

障
が
い
の
あ
る
人
が
携
帯
し
、
災
害
時

な
ど
に
緊
急
連
絡
先
や
必
要
な
支
援
内

容
を
周
囲
に
伝
え
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導

入
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
長　

本
市
に
お
い
て
は
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
す
が
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
が
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
と
同
様
の
趣
旨
で
安
心
カ
ー
ド

と
い
う
名
称
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
能
を
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
置
き

か
え
る
よ
う
な
視
点
で
も
検
討
を
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
※
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

聞
き
ま
す
が
、
本
市
の
取
り
組
み
を
聞
き

ま
す
。

答	�

消
防
長　

救
急
現
場
に
お
い
て
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
心し

ん

肺ぱ
い

蘇そ

生せ
い

や
大
出
血
時
の
止
血
な
ど
の
応
急
手
当

て
を
初
め
、
傷

し
ょ
う

病び
ょ
う

者し
ゃ

の
管
理
や
搬
送
等

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
配

問	�

中
心
市
街
地
へ
の
市
長
の
思
い
を
聞
き

ま
す
。

答	�

市
長　

Ｊ
Ｒ
鳥
羽
駅
を
お
り
て
赤
福
さ

ん
の
角
を
右
に
曲
が
り
散
策
を
始
め
る

あ
た
り
か
ら
、
何
か
わ
く
わ
く
す
る
よ

う
な
町
並
み
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
若
い
世
代
が
、
新
中
心
市
街
地

と
感
じ
て
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
エ
リ
ア
と

な
っ
て
、
市
外
か
ら
来
て
い
た
だ
く
観
光

客
に
も
鳥
羽
の
お
い
し
い
食
に
出
会
え

る
、
楽
し
く
ま
ち
歩
き
が
で
き
る
と
い
っ

た
よ
う
に
、
こ
の
地
区
の
魅
力
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
、
足
を
踏
み
入
れ
た
く
な
る
よ
う

な
ま
ち
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

付
し
ま
す
。
勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
の

意
を
あ
ら
わ
す
と
と
も
に
、
凄せ

い

惨さ
ん

な
災
害

現
場
で
の
行
動
に
よ
る
心
的
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
場
合
に
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
な
ど
、
サ
ポ
ー

ト
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

問	�

市
長
に
考
え
を
聞
き
ま
す
。

答	�

市
長　

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
既
に
準
備
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
急
な
実
施
に

向
け
て
指
示
し
た
い
。

※
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
…�

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
、

発
見
者
や
同
伴
者
な
ど
。

市
長鳥

羽
へ
の
流
れ
が

生
ま
れ
て
き
ま
し
た

健
康
福
祉
課
長

検
討
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す

移
住
・
定
住
の
評
価
は

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
は

JOIN移住相談会（東京）

東京都が出している
ヘルプマーク紹介リーフレット
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鳥羽市議会議員政治倫理条例の規定により、前年１年間を通じて議員であった者（※３）の納税等状況を公表します。

《表示例》

　○：�当該年度に納付すべき額が、納
付済みの場合。

　×：�当該年度に納付すべき額が、未
納付の場合。

　－：�納付義務がない場合。

　※１　�介護保険料については、介護保
険法第129条第２項の規定に該
当する者が対象。

　※２　�納付義務がない事実上の納付分
については、報告対象外。

　※３　�奥村議員は前年議員でないため
対象外。

納税等状況報告

（平成29年5月31日現在）

議
席

議
員
氏
名

市
・
県
民
税

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

国
民
健
康

保
険
税

介
護
保
険
料�

※
１

水
道
料
金

下
水
道
料
金

2 片岡直博 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

3 河村　孝 ○ ― ― ― ○ ― ○ ―

4 山本哲也 ○ ○ ― ― ○ ― ○ ―

5 木下順一 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ―

6 井村行夫 ○ ○ ― ― ― ○ ― ―

7 中世古泉 ○ ― ○ ― ○ ― ○ ○

8 戸上　健 ○ ○ ― ― ○ ○ ― ―

9 浜口一利 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ―

10 坂倉広子 ○ ― ― ― ― ― ― ―

11 世古安秀 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ―

12 橋本真一郎 ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ―

13 尾﨑　幹 ○ ― ○ ○ ○ ― ― ―

14 坂倉紀男 ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ―

政務活動費とは、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として交付される補助金で、一人年額15万6000円です。
なお、詳細な収支報告書や領収書、視察報告書はインターネットで公開しています。
http://www.city.toba.mie.jp/gikai-shomu/seimukatsudohi.html

平成28年度 政務活動費収支報告

議
席

議
員
氏
名

交
付

決
定
額

支
出

合
計

調
査

研
究
費

研
修
費

広
報
費

広
聴
費

要
請
・
陳
情

活
動
費

会
議
費

資
料
作
成
費

資
料
購
入
費

人
件
費

事
務
費

返
還
額

1 片岡直博 156,000 68,935 30,040 38,895 87,065

2 河村　孝 156,000 100,739 74,686 26,053 55,261

3 山本哲也 156,000 156,000 127,400 28,600 0

4 木下順一 156,000 156,000 156,000 0

5 井村行夫 156,000 156,000 69,240 86,760 0

6 中世古泉 156,000 156,000 122,297 33,703 0

7 戸上　健 156,000 156,000 18,060 120,000 17,940 0

8 浜口一利 156,000 153,545 71,806 46,060 35,679 2,455

9 坂倉広子 156,000 156,000 121,547 24,610 9,843 0

10 世古安秀 156,000 156,000 75,636 25,920 35,796 18,648 0

11 橋本真一郎 156,000 156,000 156,000 0

12 尾﨑　幹 156,000 136,069 82,300 11,016 42,753 19,931

13 坂倉紀男 156,000 156,000 74,836 81,164 0

14 野村保夫 156,000 138,220 75,436 33,990 28,794 17,780
（単位：円）
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所管事務調査

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
を
も
と
に
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
特
に
太
陽
光

発
電
施
設
）
の
設
置
が
与
え
る
影
響

を
列
挙
す
る
。

・
�

国
の
電
気
買
い
取
り
制
度
に
よ
る

事
業
収
益
率
が
高
く
維
持
管
理
コ

ス
ト
が
低
い
た
め
、
事
業
化
へ
の

ハ
ー
ド
ル
が
低
い
。
故
に
、
塩
漬

け
の
土
地
所
有
者
に
と
っ
て
売
却

や
貸
付
で
の
収
益
化
が
見
込
み
や

す
く
、
計
画
が
乱
立
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

・
�

南
向
き
の
広
大
な
土
地
を
利
用
す

る
た
め
、
樹
木
を
伐
採
し
自
然
景

観
を
損
な
う
。

・
�

太
陽
光
パ
ネ
ル
は
都
市
計
画
法
上
、

開
発
許
可
が
不
要
で
あ
り
、
建
築

基
準
法
の
工
作
物
か
ら
除
外
さ
れ

建
築
物
に
該
当
し
な
い
。（
※
）
保

守
管
理
の
不
備
に
よ
る
自
然
・
人

為
災
害
の
心
配
や
、
企
業
倒
産
に

よ
る
設
備
放
置
の
恐
れ
が
あ
る
。

・
�

事
業
者
に
よ
る
周
辺
住
民
へ
の
事

前
周
知
（
又
は
同
意
）
が
不
十
分

な
た
め
、
工
事
が
着
手
さ
れ
る
ま

で
気
づ
か
な
い
場
合
が
あ
る
。

※�

「
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
（
改

正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
）」
が
平
成
29
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
分
割
禁
止
・
保

守
点
検
及
び
維
持
管
理
・
設
備
の

廃
棄
計
画
を
義
務
付
け
る
新
認
定

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

①�

市
独
自
の
抑
止
策
（
要
綱
又
は
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
）
を
検
討

　

調
査
の
結
果
、
環
境
省
で
は
平
成

27
年
２
月
に
「
国
立
・
国
定
公
園
内

に
お
け
る
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設

設
置
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
的
考

え
方
」
を
公
表
し
、
同
年
５
月
に
は

自
然
公
園
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
を
公
布
す
る
な
ど
、
国

立
・
国
定
公
園
内
で
の
考
え
方
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
勢
志

摩
国
立
公
園
の
大
部
分
が
自
然
公
園

法
の
普
通
地
域
で
あ
り
、
民
有
地
の

割
合
が
多
い
た
め
抑
止
効
果
は
余
り

望
め
な
い
。

「景観と再生可能
　　エネルギーの
� 調和について」

課
題
整
理

短
期
的
行
動

これまで約１年にわたる本委員会の調査結果を
取りまとめ、調査を終了しました。紙面の都合上、
政策提言部分を報告します。
写真はこれまでにお伝えした行政視察の様子です。
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文教産業常任委員会所管事務調査結果報告

　

同
省
で
は
、平
成
28
年
４
月
に
「
太

陽
光
発
電
事
業
の
環
境
保
全
対
策
に

関
す
る
自
治
体
の
取
組
事
例
集
」
を

公
表
し
て
い
る
が
、
各
自
治
体
で
の

独
自
施
策
の
横
展
開
に
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
、
省
と
し
て
現
行
法
以
上

の
規
制
等
は
検
討
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
三
重
県
は
大
規
模
太
陽
光

発
電
施
設
整
備
を
含
む
一
定
規
模
以

上
の
区
域
内
に
お
い
て
土
地
の
造
成

等
を
行
う
場
合
、「
宅
地
そ
の
他
の
用

地
の
造
成
事
業
」
と
し
て
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
（
簡
易
的
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
含
む
）
の
実
施
を
必
要
と
す

る
三
重
県
環
境
影
響
評
価
条
例
を
平

成
28
年
３
月
に
改
正
し
た
。
し
か
し
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
あ
く
ま
で
環

境
へ
の
負
荷
を
提
言
す
る
た
め
の
施

策
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
の
規
制
が
目
的
で
は
な
い
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
28
年
12
月
20
日
に

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
地
域
協
議
会

（
事
務
局
：
三
重
県
及
び
中
部
地
方
環

境
事
務
所
）
が
策
定
し
た
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
２
０
に
次
の
表
記
が
さ
れ

て
い
る
。

鳥
羽
市
エ
リ
ア
・
�

三
重
県
景
観
計
画
を
変
更
し
、
太

陽
光
発
電
施
設
の
規
制
を
行
い
ま

す
【
三
重
県
（
Ｈ
29
）】

・
�

地
域
の
特
性
や
周
辺
環
境
に
配
慮

し
た
太
陽
光
発
電
施
設
が
設
置
さ

れ
る
よ
う
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
色

彩
や
素
材
、
周
辺
緑
化
等
の
配
慮

事
項
を
定
め
た
景
観
形
成
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
す
。【
三
重
県

（
Ｈ
29
）】

・
�

景
観
計
画
の
策
定
及
び
同
計
画
に

基
づ
く
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

規
制
の
検
討
を
進
め
ま
す
。【
鳥
羽

市
（
Ｈ
29
～
Ｈ
32
）】

　

本
市
は
景
観
行
政
団
体
で
は
な
く
、

三
重
県
景
観
計
画
に
基
づ
く
事
務
処

理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県

計
画
の
変
更
及
び
景
観
形
成
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
は
、
一
定
の
抑
止
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
推
察
す
る
。

し
か
し
、
景
観
計
画
は
色
彩
や
デ
ザ

イ
ン
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
完
全

に
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
景
観
計

画
も
同
様
で
あ
り
、
更
に
策
定
に
は

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
間
に
申
請
さ
れ
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
申
請
に
つ
い
て
、
現

行
法
や
県
条
例
で
は
要
件
を
満
た
せ

ば
許
可
す
る
他
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
対
策
と
し
て
財
産
権
と
の
調
整

等
法
的
整
理
に
時
間
が
か
か
る
条
例

よ
り
、
ま
ず
は
要
綱
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
等
の
法
的
強
制
力
が
無
い
抑
止（
事

業
者
に
思
い
と
ど
ま
っ
て
も
ら
う
）

施
策
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

参
考
：�

熱
海
市
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業
指
導
要
綱

　
　
　

�

田
原
市
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

②
行
政
の
相
談
窓
口
一
本
化
を
検
討

　

富
士
宮
市
で
は
、
森
林
の
伐
採
、

農
地
の
転
用
な
ど
庁
内
の
様
々
な
部

署
が
関
係
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
庁
内
窓
口
を
一

本
化
し
、
抑
止
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
説
明
お
よ
び
設
置
区
域
・
規
模

の
確
認
な
ど
を
行
い
、
相
談
済
で
な

け
れ
ば
他
の
窓
口
へ
の
相
談
に
進
め

な
い
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

8 月 4日　静岡県富士宮市

8月5日　環境省



10わたしの議会。

行
為
の
う
ち
建
築
物
の
新
築
な
ど

の
延
床
面
積
１
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
を
準
用
。
由
布
市
で
は
、
事

業
区
域
の
面
積
が
５
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
事
業
と
定
め

て
い
る
。

・
�

抑
止
す
る
範
囲
の
設
定
…
富
士
宮

市
で
は
、
抑
止
地
域
に
つ
い
て
景

観
計
画
の
区
域
の
う
ち
、「
富
士
山

等
景
観
保
全
地
域
」
を
抑
止
地
域

の
ラ
イ
ン
と
し
て
い
る
。
由
布
市

で
は
、
事
業
を
行
わ
な
い
よ
う
協

力
を
求
め
る
区
域
を
定
め
て
い
る
。

我
孫
子
市
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
斜
面
地
や
景
観
条
例
に
規

定
す
る
特
定
地
区
は
「
自
粛
」
を

要
請
す
る
区
域
と
定
め
て
い
る
。

・
�

市
へ
の
届
出
と
協
議
…
富
士
宮
市
、

由
布
市
と
も
に
規
定
。
富
士
宮
市

で
は
さ
ら
に
市
長
同
意
の
制
限
に

ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。

・
�

地
域
住
民
（
町
内
会
自
治
会
）
や

近
隣
関
係
者
へ
の
説
明
及
び
合
意

形
成
…
富
士
宮
市
、
由
布
市
と

も
に
規
定
。
ま
た
、
報
道
ベ
ー
ス

で
は
あ
る
が
、
大
津
市
で
は
地
域

住
民
と
の
合
意
形
成
を
許
可
要
件

と
す
る
条
例
案
を
検
討
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
県
か
ら
開
発
行
為
に

係
る
市
長
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
所
管
部
局
で
そ
れ
ぞ
れ
事
務
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
開
発
業
者
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
に
つ
い
て

も
同
様
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
稟
議
で
情
報
は
共
有
さ

れ
る
も
の
の
、
所
管
の
範
囲
を
超
え

る
政
策
判
断
が
難
し
い
場
合
も
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

責
任
の
所
在
な
ど
難
し
い
面
が
あ

る
こ
と
も
事
実
だ
が
、
富
士
宮
市
を

参
考
と
し
て
行
政
の
相
談
窓
口
を
一

本
化
す
る
こ
と
も
検
討
に
値
す
る
の

で
は
な
い
か
。

な
お
、
説
明
や
合
意
形
成
に
つ
い

て
は
地
域
の
代
表
者
の
み
と
せ
ず
、

多
数
の
住
民
を
対
象
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

・
�

指
導
、
助
言
、
勧
告
、
公
表
…
富

士
宮
市
、
由
布
市
と
も
に
規
定
。

富
士
宮
市
で
は
さ
ら
に
立
ち
入
り

調
査
の
権
限
も
定
め
て
い
る
。

併
せ
て
、課
題
に
つ
い
て
も
列
挙
す
る
。

・
�

市
独
自
の
抑
止
策
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
個
人
や
法
人
で
所
有
す

る
土
地
の
売
買
や
開
発
が
困
難
に

な
る
等
、
憲
法
第
29
条
に
規
定
す

る
財
産
権
の
不
可
侵
に
抵
触
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
抑
止
策
が
利
害

関
係
者
に
ど
の
程
度
ま
で
理
解
が

得
ら
れ
る
の
か
、
上
位
法
と
の
整

合
性
に
よ
る
訴
訟
に
発
展
す
る
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

・
�

他
市
の
事
例
と
異
な
り
、
市
内
で

は
既
に
い
く
つ
か
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
が
さ
れ
て
い
る
が
、

途
中
か
ら
抑
止
策
を
設
け
る
こ
と

へ
の
理
解
。

③
市
独
自
の
抑
止
策
（
条
例
）
を

　
検
討

　

富
士
宮
市
や
由
布
市
で
は
、
景
観

計
画
で
は
対
応
出
来
な
い
部
分
に
つ

い
て
、
よ
り
抑
止
効
果
の
高
い
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
律

や
条
例
に
根
拠
が
な
く
対
応
に
苦
慮

す
る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
か
ら
、
抑

止
の
取
り
組
み
を
よ
り
明
確
に
法
的

位
置
付
け
た
い
と
の
意
向
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
佐
久
市
で
は
自
然
環
境

保
全
条
例
（
罰
則
規
定
付
）
や
佐
久

市
開
発
指
導
要
綱
を
一
部
改
正
し
規

制
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
条
例
の
新
制
定

又
は
既
存
条
例
の
改
正
も
視
野
に
、

顧
問
弁
護
士
と
相
談
す
る
な
ど
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

参
考
に
条
例
制
定
で
の
ポ
イ
ン
ト

を
列
挙
す
る
。
な
お
、
内
容
に
つ
い

て
は
、
要
綱
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
重

複
す
る
部
分
も
あ
る
。

・
�

対
象
規
模
や
範
囲
の
設
定
…
富
士

宮
市
で
は
、
抑
止
の
設
備
規
模
に

つ
い
て
、
景
観
条
例
の
届
出
対
象

文教産業常任委員会所管事務調査結果報告

中
長
期
的
行
動

12月 26日　三重県
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④
国
県
へ
の
規
制
強
化
要
望

　

全
国
知
事
会
で
は
「
平
成
29
年
度

国
の
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る
提

案
・
要
望
」
を
決
定
し
、
農
林
水
産

省
ほ
か
関
係
省
庁
に
要
望
書
を
提
出

し
て
お
り
、
以
下
の
一
文
が
含
ま
れ

て
い
る
。

（
７
）�

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
建
設
に

よ
る
景
観
の
悪
化
等
の
課
題
に

対
し
、
個
々
に
判
断
が
出
来
る

よ
う
林
地
開
発
に
お
け
る
基
準

や
関
係
法
令
を
整
備
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
全
国
市
長
会
は
「
第
86
回

全
国
市
長
会
議
決
定　

提
言
」
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
全
国
会
議
員
及
び

関
係
府
省
等
に
提
出
し
て
お
り
、
以

下
の
一
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
３
）�

太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能

発
電
施
設
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
に
お
け
る
環
境
保
全
の
観

点
か
ら
、
所
在
市
町
村
と
の
協

議
や
関
係
法
令
の
整
備
を
含
め
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
、
田
島
一

成
衆
議
院
議
員
が
国
会
へ
提
出
し
た

質
問
主
意
書
（
平
成
28
年
10
月
14
日

提
出　

質
問
第
64
号
）
に
対
す
る
答

弁
書
（
平
成
28
年
10
月
25
日
受
領　

答
弁
第
64
号
）
に
よ
る
と
、
国
は
地

方
公
共
団
体
が
実
施
し
て
い
る
条
例

等
に
よ
る
立
地
規
制
の
状
況
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
太
陽
光

発
電
事
業
者
が
事
業
計
画
に
お
い
て

遵
守
す
べ
き
事
項
や
配
慮
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
事
項
を
記
載
し
た
「
事

業
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
公

表
は
検
討
し
て
い
る
も
の
の
、
あ
く

ま
で
自
治
体
で
の
取
り
組
み
が
基
本

と
考
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

富
士
宮
市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
置
に
お
い
て
、
所
在
自
治

体
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
義
務
付
け

る
な
ど
の
対
策
を
環
富
士
山
11
市
町

連
名
で
国
へ
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
三
重
県
内
に
お
い
て
も
、
近
隣

市
の
み
な
ら
ず
多
く
の
自
治
体
が
同

じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
連
携
し
て
国
県
へ
規
制
強
化

を
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

※�

調
査
結
果
報
告
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

�

▼http://w
w
w
.city.toba.m

ie.
jp/gikai-shom

u/docum
ents/

h29bunkyochosakekka.pdf

文教産業常任委員会所管事務調査結果報告

視察日　４月 17 日

視察先　�愛知県田原市（田原市太陽光発電
施設の設置に関するガイドライン
について）

▶ 委員会行政視察

田原市

市長に調査結果報告書を手渡し
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検
 索

　

高
校
は
普
通
科
へ
進
学
し
、
卒
業
後
の
進

路
を
考
え
た
際
に
、
美
術
大
学
を
考
え
た
と

伺
い
ま
し
た
が
、
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た

の
で
す
か
。

│
小
さ
い
頃
か
ら
絵
を
描
い
た
り
、
モ
ノ
を

作
っ
た
り
す
る
事
が
好
き
で
し
た
。
大
学
に

入
学
す
る
ま
で
真
剣
に
絵
に
つ
い
て
考
え
た

事
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
か
き
ち
ん

と
学
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
今
が

そ
の
時
か
な
と
思
い
進
学
し
ま
し
た
。

　

東
京
や
大
阪
な
ど
各
地
で
個
展
を
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
鳥
羽
で
個
展
を
さ
れ
て
み
て
い

か
が
で
す
か
。
ま
た
、
お
お
た
さ
ん
に
と
っ

て
鳥
羽
と
は
ど
ん
な
街
で
す
か
。

│
私
が
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
絵
を
好
き
な

方
が
沢
山
居
ま
し
た
。
鳥
羽
な
ら
で
は
の
気

さ
く
で
温
か
い
人
達
の
応
援
も
あ
り
と
て
も

充
実
し
た
個
展
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
街
は

ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
て
い
て
制
作
に
集

中
す
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
環
境
で
す
。

　

最
後
に
、
鳥
羽
市
民
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

│
９
月
９
日
〜
18
日
に
新
宿
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ

ラ
で
個
展
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
９
月

24
日
〜
10
月
15
日
に
は
三
重
で
開
催
の
亀
山

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
も
参
加
し
ま
す
。
ど
ち

ら
も
見
応
え
の
あ
る
展
示
に
な
る
よ
う
日
々

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
都
合
が
あ
え
ば
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

編集後記
わたしの議会。（とば市議会だより）第 160号をお届けします。
広報広聴委員会も５月の役選で新体制となりました。２年間副委員長をさせていただき、学んだことを活かして
少しでも市民の皆様に寄り添える広報紙の作成と広聴を行っていきたいと思います。２年間このメンバー（写真）で、
頑張って参りますので、引き続き皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。
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